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第 12 回 2026 年 6月 (2 年目) 

6月アカデミー活動報告書 

 

 

 

 

 

 

映像分析  

初日の夕方に映像分析を行いました。いつものアカデミーの振り返りの他、西村雄一さんが来てくださ 

ったので、審判員からの質問(レフェリーサイドの FK 時のポジション)についてお話していただきまし

た。 
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試合分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナイス 

アドバンテージ！ 

DF の邪魔をしてしまいました。 

次のプレーを予測した 
ポジショニングが必要です 

ベンチから声が上がりましたが、 

前を遮る物がなく、自信をもって 

判定できました 

前半終了間際で時計を見たら、水た

まりでボールが止まってカウンター

になり離されてしまいました 
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決定機の見極めをしっかりできました 
前半での課題（AR サイドへの

寄り） 

後半で修正できました 

前日の課題を改善できました 

CK 時のここに立つメリット・デメリ

ットを考えてその後のプレーの状況に 

合わせて修正できました 
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スプリント。この試合は 70 分ゲームで

したが良く走れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

良いポジショニングで事象を見ることが

できた。すべての事象で説得力のあるポジ

ショニングを目指していきたい。 

 

 

 

 

 

レフェリーサイドのポジショニ

ング時。 

まだまだ課題が残りました。 
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アカデミー生の感想 

 

５月は活動がなかった為、久しぶりにアカデミーの仲間とインストラクターの方と一緒に活動がで

きてとても楽しい時間になりました。さらに今回はオブザーバーとして沖縄県から審判員 2 名とイン

ストラクター1 名、JFA 審判マネージャーの西村雄一さんにもご参加いただき試合以外にも普段のトレ

ーニングやたくさんの事をお話し、共有できてとても学びが多い活動でした。 

まずは試合に臨む気持ちや考え方について新たな学びがありました。1 試合において選手、スタッフ、

観客がどのような思い、気持ちで試合に臨むのかをしっかり考え、その思いを自分たちレフェリーが

無駄にしないようにどのような試合でも手を抜くことをせずに最高のゲームになるよう普段の準備から

しっかりとやっていきたいです。 試合においては動きとポジショニングについて学びになることが多

かったです。動きに関しては、縦に速い戦術に対して動き出しの大切さ、いくら判定が正しくても判

定した時のポジションが遠いと全員の納得感に欠けてしまうのでその距離で見られていれば仕方ない

と思わせれるようゆっくりと動きだすのではなく、先読みをして特にペナルティーエリア内に素早く

たどり着けるような動き、スプリントを身につけていきたい。 それとレフェリーサイドの動きについ

て、出し手の動きで中から見る動きが多かったがビビらずにもっと外に開いてみる方が良いのかなと

感じたので次回からさらにチャレンジしていきたいです。 FK 時のポジションとマネジメントについ

ても皆とディスカッションして色々な意見が聞けたので自分にはない考え方が聞けて良かったです。

特にゴールにつながる位置では丁寧にやることの大切さを学びました。 

やはり皆で集まって活動するのは楽しいなと感じました。 

 

今回は中国高校サッカー選手権大会に参加させていただきました。1 日目は作陽学園高校対西京高校

の試合の主審を担当しました。この試合ではスプリントで判定時に争点との距離を適切に近くするこ

とを意識しました。土砂降りで水たまりもあり、ロングボールが多いゲームになりましたが、ボールが

蹴られる前の動き出しとスプリントで大きく話されることは少なかったと思います。ですが、距離を

近くすることを意識しすぎて、角度が悪かったり、攻守が切り替わった時に選手の妨害をしてしまうこ

とがありました。前半終了の笛を吹くために時計を見ていたら水溜りでボールが止まり、そこから得

点が入りました。グラウンド状況も考え、1 秒も油断してはいけないと感じました。ハーフタイムに西

村雄一さんから縦のレーンをずらす、同じレーンの中でもラインをずらすと良いとアドバイスをいた

だき、後半は選手の妨害をすることはありませんでした。雨でスリップして本人も予想外のファウル

が多かったので、そのマネジメントが普段よりも必要だとアドバイスいただきました。雨でイレギュ

ラーが多かったり、ロングボールの多いゲームになりましたが、最後までやり切ることができました。

試合後の研修会は動き出しのタイミングについてでした。高校サッカーやカテゴリーが上がるにつれ

て、ゲームスピードが速くなっていくので、動き出しのタイミングが遅れると争点から離されてしまう

ので、動き出しのタイミングはこれからも意識していきたいです。2 日目は立正大淞南高校対作陽学園

高校の試合の A1 を担当しました。オフサイドの旗を上げることはありませんでしたが、落ち着いて判

定することができました。しかし、ロングボールが出た時に、最終ラインばかりを見てしまっていて、

置いていかれることがありました。最終ラインを見ながらボールを見れるように意識したいと思いま

した。また、西村幹也さんにサイドステップが跳ねると頭がぶれて判定が難しくなるから頭の位置を

変えずにサイドステップをすると良いとアドバイスをいただいたので、次副審をするときはこれも意

識していきたいです。 
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今回のアカデミーは中国高校総体での研修でした。2日間参加し初日は 4thと副審、2日目は主審を

担当しました。4thとしては本部前でファールが起きた時主審には接触が見えにくいだろうとシークレ

ットサインで警告を促すことができました。副審としてもですがサポートをする際に主審の位置や角

度、見え方によってサポートするかしないかを考えなければならないので難しいことだと思いますが

今回の試合では勇気を持ってサポートすることができました。 

2日目の主審に関しては良かった点と悪かった点がありました。良かった点としては人生で初めてベン

チ役員に警告を出せたことです。私としてはベンチ役員に警告を出すことは非常に勇気がいることで

した。今回の事象としては 4thからの助言によって警告を出した流れでしたが正しい対応をすることが

できたので良かったです。悪かった点としては試合で計 4枚の警告があったことです。一つ一つの判

定をその瞬間で判断するのではなく一連の流れを把握しておけば判定が変わり警告数が少なくなった

のではないかと思います。 

ポジショニングについても課題点がいくつもみつかったのでこれから先に活かすことができたらと思

います。 

 

今回の中国アカデミーの活動では動きとポジショニング、特に距離と角度おいて大きな収穫があった

活動であったと感じている。 

ここまでのレフェリングでは R サイドの端まで開きながらプレーを常に右に置く意識を持ち、走ること

に重きを置いていたように感じた。ただ今回の活動では判定をする上で必要な適切な距離と角度が今ま

での自分の意識よりも異なっていたことに気が付くことが出来た。もちろん事象がオンリーワンなどの

必要な時にはプレーに対して寄ることも必要であると感じたが、選手が密集しているときに寄ることの

デメリットも今回のゲームから学ぶことが出来た。ＡＲサイドへ寄るタイミングと距離のポジショニン

グも学ぶことが出来た。 

加えて今回の活動を通して自身のレフェリングにまだまだ甘さがあったことにも気が付くことができた。

なぜその動きをしたのか、なぜその距離角度なのか、次の争点を見るためのさらに理想的なポジション

はないのかなど、振り返りではなくゲームの中で自身の意思を持って動き、振り返りで説明できること

を大切にしていきたい。 

今後の課題としては動きに対するリアルタイムでの自身の意思表示やプレータイムの増加が求められ

ている新競技規則を含めた現代サッカーにおいて自身のマネジメントも課題としていきたい。自分自身

の課題である、この試合またはこの事象で求められた必要なマネジメントは何かについて、今回の試合

でできたインプレー中でのボイスでのマネジメントも含めながら今回できたことの継続と更なるレベ

ルアップに努め、課題である点を試合の中で克服できるように目的意識を持って取り組んでいきたい。 

 

次回は 7 月 18,19 日(＠東広島)の予定です。 


